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本学は、都⽴⽩鷗⾼等学校附属中学校と⾼⼤連携に関する協定を結び、その取り組
みの⼀つとして、オンライン連携授業を実施した。本学学⽣が、中学 1 年⽣の総合の
学習に Zoom で参加し、中学⽣のパンフレット制作のアドバイスを⾏うといった新し
い取り組みである。本学学⽣は、オンラインファシリテーションとパンフレットに対
するグラフィックデザインのアドバイスを経験し、広義のコミュニケーションデザイ
ンとして“相⼿にわかりやすく正確に伝える”ことの重要性を再考する機会となった。
また、附属中学の⽣徒も、より年齢の近い⼤学⽣に気軽に相談でき、活発な意⾒交換
もされ、授業に対する満⾜度も⾼いものとなった。この連携授業プログラムは 2021年
度も予定されており、オンラインを活⽤した⾼⼤連携授業という新たな試みとして、
モデルケースとなることを⽬指し、本稿では、その実践を報告するとともに可能性を
探る。 

キーワード：⾼⼤連携、オンライン授業、グラフィックデザイン、ファシリテーター

1. はじめに

1.1. プログラム背景

 ⽂科省の資料によれば、“中⾼⼀貫教育や現⾏学習指導要領の実施等により⾼等

学校の多様化と選択の幅の拡⼤は更に進展し、(中略)特定の分野について⾼い能⼒

と強い意欲を持ち、⼤学レベルの教育研究に触れる機会を希望する⽣徒の増加を予

想される”としている。そして、“このような⽣徒の能⼒・意欲に応じた教育の実現

を⽬指してく為には、「⾼等学校教育」或いは「⼤学教育」のいずれか⼀⾯のみか

ら論ずるべきではない。(中略)⽣徒⼀⼈⼀⼈の能⼒を伸ばすための、⾼等学校・⼤

2020年度 言語メディア教育研究センター年報  |  57



学双⽅が連携した教育のあり⽅を検討してく”必要があるとしている[1]。その連携

強化の在り⽅の⼀つとして、⾼等学校教員と⼤学教員の相互理解を促進していくた

めに、⾼等学校教員と⼤学教員の交流・連携ネットワークが様々な形で構築される

ことが重要とされている[2]。 

 本学では、2020 年 4 ⽉に産官学･地域連携部という新しい部署を発⾜し、2020 年

度においては、6 校と⾼⼤連携協定を締結するなど、⾼⼤連携(接続)に⼒を注いで

いる[3]。都⽴⽩鷗⾼等学校附属中学校(以下、附属中学とする)とは、2020 年 9 ⽉に

⾼⼤連携協定を締結し、その取り組みの⼀つとして、オンライン連携授業を実施し

た(2020 年 10 ⽉〜11 ⽉)。本学学⽣が、附属中学 1 年⽣の総合学習に Zoom1で参加

し、中学⽣のパンフレット制作に対しアドバイスを⾏うといった新しい取り組みで

ある。本学学⽣は、Zoom を活⽤したオンラインファシリテーションと、パンフレ

ット制作に対するグラフィックデザインのアドバイスを経験し、広義のコミュニケ

ーションデザインとして、“相⼿にわかりやすく正確に伝える”ことの重要性を再考

する。 
1.2. 本稿の⽬的 

コロナ感染禍の⾃粛要請により⼤学構内への⼊校は制限され、⼤学をはじめと

する教育期間は、学びを持続する為、オンラインやオンデマンドの遠隔授業が推

進された。⽂科省の「⼤学等における後期等の授業の実施⽅針等に関する調査

(2020 年 8 ⽉ 25⽇~ 9 ⽉ 11⽇に実施)」によると“後期授業では、ほぼ全ての⼤学

が対⾯授業を実施、うち 8割が対⾯と遠隔の併⽤を予定している”と明らかにして

いる[4]。⼀⽅、前回調査(2020 年 7 ⽉ 1⽇時点)では、約 2割が全⾯対⾯、約 6割

が併⽤、残り 2割が全⾯遠隔であったとされている[5]。こうした背景には、コロ
ナ感染禍における教育現場における ICT 活⽤が⼀挙に進んだことで、対⾯授業と

遠隔授業の各々に⻑所があることが明確になり、広く認知されたと推察される。

今後は、各々の良いところを取り⼊れた新しい教育⽅法の開発を推進していくこ

とが求められるだろう。 

附属中学との⾼⼤連携授業プログラムは、2021 年度も予定されている。オンラ

インを活⽤した⾼⼤連携授業という新たな試みとして、モデルケースとなること

1 Zoomビデオコミュニケーションズが提供するクラウドコンピューティングを使⽤したWeb会議サービス
の名称。Zoomサービス内にミーティングルームを開設し、ミーティング IDやパスワードを共有するユーザ
ー同⼠で多地点と同時にWeb会議を⾏うことができる。 
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を⽬指し、その実践を報告するとともに、可能性を探る。 

 

2. オンライン連携授業の概要 

 本章では、連携授業の趣旨や実施概要を記す。また連携授業で使⽤した Zoom

や Canva2といったオンラインツールについて詳述する。 

2.1. 連携授業趣旨 

 附属中学では、1 学年の総合的な学習の時間において「上野浅草プロジェク

ト」が遂⾏された。その取り組みの中で、上野浅草にある名所・旧跡に、より多

くの⼈々が⾜を運んでくれるようなパンフレットを作成することを⽬標に活動が

⾏われ、連携授業では、附属中学の⽣徒が⾏うパンフレットデザインに対し、本

学学⽣がオンラインでアドバイスをするというものである。附属中学の⽣徒は、

⼤学⽣から直接アドバイスを受けることで、効果的な情報提供について理解を深

め、制作物の制作など教育活動の充実を図る。⼀⽅、本学学⽣は、グラフィック

デザインについて学んだことを相⼿に教えることで、学習定着率を⾼めることを

⽬的とした。また、オンラインでの連携授業は、ブレイクアウトルームを活⽤

し、グループごとに活動が進められた。⼤学⽣ 1名に対し、附属中学 2~3チーム

(1チーム 4名程度)を 1グループとして事前に割り当てられた。従って、本学学⽣

は、オンラインでのファシリテーションの経験を通じ、必要なスキルを涵養する

と共に、効果的なオンライン・コミュニケーションについて再考するきっかけを

得ることを狙いとした。 

2.2. 連携授業実施⽇時、参加⽣徒・学⽣について 

 連携授業実施⽇と時間、参加⽣徒と学⽣については下記の通りである。 

1. 連携授業実施⽇・時間 
実施⽇：10 ⽉ 16 ⽇(⾦)、30 ⽇(⾦)、11 ⽉ 6 ⽇(⾦)、13 ⽇(⾦)、20 ⽇(⾦)の
全 5 回 
時間：附属中学時間割における 6 時間⽬(14:45〜15:30)・7 時間⽬(15:40〜
16:25) 
※附属中学 1 年⽣ 4 クラスは 2 クラスずつに分かれ連携授業に参加 
 
 

 
2 2013年にオーストラリアで誕⽣した、オンラインで使える無料のグラフィックデザインツール。スマートフォンやタブ
レットなどのモバイル端末のアプリにも対応。豊富なテンプレートや無料素材(写真やイラスト)、⽬的にあったフォントの
数々を利⽤し、オリジナルのデザインを作ることが可能。 
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2. 実施⽅法 
遠隔会議システム Zoom を利⽤したオンライン連携 
 

3. 参加⽣徒・学⽣ 
附属中学：1 年⽣ 4 クラス(1 クラス 40 名程度) 
神⽥外語⼤学：学部⽣ 14 名(2 年⽣ 5 名、3 年⽣ 3 名、4 年⽣ 6 名) 
 

 全 5回の連携授業は、附属中学の時間割に合わせて⾏われた。附属中学の⽣徒

は、1 年⽣ 4 クラス(1 クラス 40名程)が 2 クラスずつに分かれ、学活の時間と⼊

れ替わる形で連携授業に参加した。本学学⽣は、当該時間帯に Zoom で参加(6時

間⽬に 10名、7時間⽬に 7名)した3。参加学⽣は、グラフィックデザインⅡA4の

履修⽣と、学内応募を通じて参加した学⽣の計 14名である。 
2.3. オンライン連携授業の流れ 

 オンライン連携授業では、予め参加⽣徒と学⽣を合わせたグループを編成し運

⽤した。附属中学 4 クラスを 1 クラス 10チーム(1チーム 4名程度)に分け、それ

を更に、本学学⽣の参加⼈数に合わせてグループを編成(1グループ 2~3チーム)し

た。使⽤する Zoom は、附属中学の担任によりスケジュールされた 1 つのミーテ

ィングルームで、附属中学は 1チームに 1台のパソコンが⽤意されミーティング

ルームにアクセスした。⼀⽅、本学教職員及び学⽣は、共有されたミーティング

ID とパスワードを⽤い、各々の端末からアクセスして授業に参加した。連携授業

開始・終了時は、メインルームにて附属中学担任による⼀⻫指導が⾏われ、それ

以外の作業時間はブレイクアウトルームを利⽤し、本学学⽣のファシリテーショ

ンのもとグループごとに進⾏された。⼤まかな流れは下記の通りである。各回の

授業内容は 3 章で詳述する。 

オンライン連携授業の⼤まかな流れ 
l Zoom ⼊室 
l 連携授業開始/課題の確認(メインルーム) 5 分 

→附属中学担任により、配布されたワークシートをもとに当⽇の流れ
と課題の確認を⾏う 

 
3 3名が 6時間⽬と 7時間⽬の両⽅に参加した 
4 本学の授業で、コミュニケーション研究科⽬の⼀つである。コミュニケーションの 3要素、コミュニケー
ションモデル、⼼理効果、認知科学など、主に⼈を対象としたコミュニケーションデザインの解説と課題を
通じ、ビジュアルコミュニケーションデザインへの理解深化に繋げることを⽬的とする授業である。 
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l ブレイクアウトルームに移動/作業時間 34 分 
※ホスト(附属中学担任)と共同ホスト(⼤学教員・職員)はルームを⾏き
来して進捗状況を確認 

l 学習のまとめ(メインルーム) 6 分 
→⼤学教員による全体講義と学びの振り返りを⾏う 

l 連携授業終了(Zoom 退出) 
 

図 2-1(左)⾼⼤連携授業の様⼦(附属中学にて) 
図 2-2(右)優秀チーム発表会の様⼦(附属中学にて) 

 

2.4. オンラインツールの活⽤ 

 オンライン連携授業では、Zoom の他に、Canva や Slack といったオンラインツ

ールを活⽤した。各ツールの概要と活⽤事例について詳述する。 

2.4.1. オンライングラフィックデザインツール「Canva」 

 附属中学の⽣徒は Canva を使⽤し、パンフレットをデザインした。Canva は、

豊富なテンプレートの中から⽬的に応じたテンプレートを選ぶことができ、テン
プレートに情報を流し込む形で、デザイン初⼼者でも簡単にオリジナルのデザイ

ンを作ることが可能である。また写真やイラスト等の素材、多様なフォントを無

料で利⽤(⼀部有料)することができる。即ち、Canva を使⽤することで、ツールを

扱う為に必要な専⾨的知識・技術教育に偏重することなく、相⼿にわかりやすく

伝えるとはどういうことか？など、ビジュアルコミュニケーションデザインの本

質について、理解を深めてもらう機会が得られると考え、Canva を導⼊した。 
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図 2-3 Canva の編集画⾯例 

 

 また Canva は、ブラウザーで使⽤することができ、他のメンバーと共有すると

デザインを閲覧もしくは編集することができる。⽣徒は⾃宅にある端末(パソコン

やタブレット、スマートフォンなど)から Canva にアクセスして作業を続けること

が可能となり、教員や⼤学⽣は各グループの進捗をオンラインで確認し、必要に

応じてアドバイスを⾏うことが可能となった。現在 Canva では、学校向けに更に

多くの価値を提供していくとして、Canva for Education を⽴ち上げ、Canva Pro へ

のアクセスに加え、世界中の教師や学⽣に無料で提供するクラス⽤のアドオンを

提供している。また実際の教育現場では GIGA スクール構想実現5に向け、⽣徒⼀

⼈⼀台の端末整備が整いつつあることから、今後はより多くの教育現場において
Canva が使⽤されることが予想される。 

 本プログラムの最後には、附属中学 1 年⽣の総合学習のまとめとして、発表会

や保護者から講評を受ける機会が設けられた。保護者からは完成度の⾼いパンフ

レットが多いことに、驚きと称賛の声が上がっていた。(⽣徒が実際にデザインし

たパンフレットは 3.4.に貼付する) 

 
5 令和元年度補正予算案において、児童⽣徒向けの 1⼈ 1台端末と、⾼速⼤容量の通信ネットワークを⼀体
的に整備する為の経費が盛り込まれた。これにより、特別な⽀援を必要とする⼦供を含め、多様な⼦供⽴ち
を誰⼀⼈取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能⼒が⼀層確実に育成できる教育 ICT環境を実
現する構想である。 
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2.4.2. チームコミュニケーションツール「Slack」 

 本学の教職員・学⽣間の情報共有、コミュニケーションを図る為、チームコミュ

ニケーションツール「Slack」を活⽤した。連携授業に参加した学⽣は、グラフィッ

クデザインⅡA の履修者 11名と、その他 3名(計 14名)で、連携授業の内容や資料

共有は、連携授業前⽇のグラフィックデザインⅡA の授業内で⾏なった。その為、

授業を履修していない学⽣に対しては、Slack で録画した授業の動画や資料の共有

を⾏い、連携授業の内容を事前に理解しておくよう伝えた。質問等は、常時 Slack

で受け付ける他、連携授業当⽇の昼休み時間帯に直前ミーティング(オンライン)を

実施し、連携授業の内容や資料の再確認、補完を⾏なった。また連携授業後は、学

⽣の所感を共有する為のスレッド6を⽴て、学⽣に投稿してもらい、その内容から、

オンライングループワークでは⾒えづらいグループごとの様⼦・作業の進捗具合の

把握に活⽤した。 

 

図 2-4 連携授業後の感想を Slack で共有する様⼦ 

 

3. オンライン連携授業の内容 

 本章では、各回の連携授業の内容を詳述する。 
3.1. 第 1 回「パンフレットに記載すべき情報を明らかにする 〜カスタマージャ

ーニーマップの作成〜」 

 パンフレットはチームごとに「対象者(どのような⼈がパンフレットを⾒るの

 
6 Slackで投稿されたメッセージに返信する為の機能。 
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か)」、「対象施設(どのような施設を紹介するのか)」、「⽬的(対象者はどのよう

な⽬的でパンフレットを⾒るのか)」が話し合われ、デザインされた。連携授業 1

回⽬では、対象者が必要とする情報を明らかにする為に、カスタマージャーニー

マップを作成した。カスタマージャーニーマップは、マーケティング施策を実践

する際に⽋かせない顧客の⾏動や思考を把握するための重要な考え⽅である。時

系列で顧客の⾏動・思考・感情を可視化し整理することで、今まで⾒えなかった

顧客課題を発⾒することができるツールである。パンフレットを制作する前に、

カスタマージャーニーマップを使い、対象者が対象施設で⽬的を達成するため

に、どのような⾏動を⾏うか整理し、その⾏動の際にどのような気持ちになるか

を想像する。対象者の⾏動や感情を可視化することで、対象者が必要とする情

報、即ちパンフレットに載せるべき内容を明らかにすることを⽬的とした。図 3-1

は⽣徒に提⽰したカスタマージャーニマップの例である。 

 

図 3-1 カスタマージャーニマップの例 

 

 カスタマージャーニマップを構成する項⽬は上から、パンフレットを利⽤する

対象者を記載する「ユーザーモデル」、対象者が段階的にどのような⾏動をする

のか記載する「フェーズ」「⾏動ステップ」、各フェーズ/⾏動ステップにおい
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て、対象者はどのようなことを考え、どのような感情になるのかを想像して記載

する「思考」「感情」、各フェーズ/⾏動ステップにおいて「使う道具(パンフレッ

ト以外にどのようなツールを使⽤するか)」を記載する項⽬がある。⽣徒たちは、

これらの項⽬について、⼤学⽣のファシリテーションのもと、チームごとに話し

合いながら考えをまとめて記⼊する。これらの作業を通じ、最後に対象者がどの

ような情報を必要とするのか＝パンフレットに記載すべき情報を明らかにした。 

3.2. 第 2 回「視覚的にわかりやすいデザイン表現について知る」 

 連携授業 2回⽬では、視覚的にわかりやすいデザイン表現について理解してもら

う為、わかりやすく伝わるデザインのポイントを解説し、実際の制作物の事例を⾒

ながら何がどうして⾒づらいのか・改善すべきところを話し合うワークを実施した。

ブレイクアウトルームでグループごとに別れた後、まず前時に実施したカスタマー

ジャーニマップで明らかになった情報をグループ全体で共有した。次に、レクチャ

ーのポイントがまとめられた資料をもとに、⼤学⽣がわかりやすく伝わるデザイン

のポイントを解説した。⽣徒はレクチャーを受けた後、予め配布された制作物の事

例を⾒ながら、何がどうして⾒づらいのかチームごとに話し合った。⼤学⽣のレク

チャーを思い出しつつ、下表のチェックリストをもとに話し合いが⾏われた。最後

に、⼤学⽣のファシリテーションのもと、⾒づらいと感じたところ、どのように改

善したら⾒やすくなるのかをチームごとに発表した。 
 

  表 3-1 視覚的にわかりやすいデザイン表現に関するチェックリスト 
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3.3. 第 3-5 回「Canva でパンフレットを作成する」 

 連携授業 3-5回⽬では、⽣徒が実際にオンライングラフィックデザインツール

Canva を使⽤しパンフレットを作成した。連携授業 3回⽬は、Canva の基本操作に

関するレクチャーを⾏い、情報や素材配置等のレイアウト検討が⾏われた。まず

メインルームにて、本学教員が Canva の基本操作に関するレクチャーを⾏った。

Canva のログイン⽅法7、パンフレットのテンプレートの選び⽅、編集画⾯におけ

る各ツールの紹介・操作⽅法等の説明を⾏った。その後、ブレイクアウトルーム

でグループごとに分かれ、テンプレート選び、選んだテンプレートをもとに、情

報や素材をどこに配置するか等のレイアウト検討が⾏われた。4回⽬の連携授業

では、著作権・肖像権に関するレクチャーを⾏った後、注意点をふまえて Canva

を使⽤したパンフレット作成が進められた。5回⽬の連携授業も引き続きパンフ

レット作成が進められた。Canva は、⽬的に合ったフォントや⾊の選択、クオリ

ティの⾼い写真やイラスト等の素材が豊富で、附属中学の⽣徒は、より⾃分たち

のイメージに近いパンフレットを作成することに夢中になる様⼦が⾒られた。⼤

学⽣は適宜、グループ全体で共有する機会を作り、チームごとに画⾯共有8しても

らいながら、作成中のパンフレットに対しアドバイスを⾏った。⽣徒は、他チー

ムが受けたアドバイスを⾃分のチームに置き換えることで、考えるきっかけとな

り、更にブラッシュアップに繋がっていた。パンフレットが形になるにつれ、オ

リジナルのイラストをパンフレットに貼付する⽅法や、Googleマップのリンクを

QR コード化する⽅法を知りたい等の様々なリクエストが挙がっていた。⼤学⽣

はリクエストに応じたレクチャーを臨機応変に実施するなど、オンラインファシ

リテーションのコツを掴み、スキル習得に繋がっているように⾒受けられた。 

3.4. デザインされたパンフレット/優秀チーム発表会 

 Canva はインターネットに接続可能な端末からアクセスして使⽤できるツール

である。全 5回の連携授業内でパンフレットを完成出来なかったチームやブラッシ

ュアップしたいチームは宿題として持ち帰ることができた。そうして、全 40 チー

ムのパンフレットが完成した。その後、プレゼンテーション学習が実施され、お互

いがデザインしたパンフレットをプレゼンテーションし、評価し合うポスターセッ

 
7 ログイン⽤のメールアドレス・パスワードは、附属中学の教員がチームごとに予め設定し、チームリーダ
ーに伝えた。 
8 Zoomで、⾃分のパソコンのデスクトップ画⾯や、ミーティング中に実⾏・表⽰されている様々なアプリケ
ーションの画⾯を相⼿の画⾯に映すことができる機能。 
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ションが⾏われた。その中で、⾼い評価を得た代表の 4チームが優秀チーム発表会

にて発表を⾏った。その内の 1 チームのパンフレットを貼付する(図 3-2)。発表会

には、本学学⽣や教職員は Zoom で参加した(図 2-2)。優秀チーム発表後、全体講評

を⾏い、附属中学⽣徒の保護者によって選ばれた保護者賞、本学学⽣によって選ば

れた神⽥外⼤賞、それぞれの表彰が⾏われ、⾼⼤連携授業プログラムは終了した。 

 

図 3-2 附属中学の⽣徒がデザインしたパンフレットの表紙(左)と中⾝(右) 

 

4. まとめ・振り返り及び考察 〜オンラインでの⾼⼤連携授業について〜 

 本学は、2020 年度に都⽴⽩鷗⾼等学校附属中学校と⾼⼤連携に関する協定を結

び、その取り組みの⼀つとして、オンラインを活⽤した⾼⼤連携授業を実施した。
附属中学との連携授業は 2021 年度も予定されている。オンラインを活⽤した新た

な試みとして、モデルケースとなることを⽬指し、振り返り及び考察を⾏う。 

 2020 年度はコロナ感染禍の⾃粛要請により ICT を活⽤した教育⽅法が急速に普

及した。附属中学や本学においてもオンライン授業が経験されていたこともあり、

今回の Zoom を活⽤したオンラインでの連携授業は、教員のみならず⽣徒や学⽣も

⽐較的⼾惑いが少なく、滞りなく進んだように思われた。附属中学の⽣徒や本学の

学⽣も、授業が進むにつれ緊張感も解れ、円滑なコミュニケーションが取れていた

ように⾒受けられた。今回の連携授業では、⼤学⽣ 1 ⼈に対し、中学⽣ 2〜3チー

ムを 1グループとし、振り分けが⾏われた。Zoom では複数⼈が同時に話すと会話

が聞き取りづらくなってしまう。その為、附属中学では、他チームと学⽣が会話し

ている時、またハウリング防⽌の為、マイクをミュートにする機会も少なくなく、

学⽣は担当するチームの作業の様⼦を把握しづらい状況にあったと思われる。学⽣

は適宜、グループ全体で共有する機会を作るなど、全てのチームと均⼀にコミュニ
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ケーションが取れるようファシリテーションする必要が⽣じた。今回のグループ分

けでは、他チームが受けたアドバイスを⾃分のチームに置き換え、考えることで、

気づきを得るきっかけが⽣じていたと考える。その⼀⽅で、授業時間という限定さ

れた条件枠組みの中においては、もう少し⼤学⽣と中学⽣個々が直接会話する機会

を創出する必要性が感じられた。今後は、⼤学⽣ 1 ⼈に対し中学⽣ 1チームを振り

分ける等、双⽅が積極的にコミュニケーションを取れるような場作りが必要である

と考える。そのような振り分けを⾏い、作業中はマイクを常時オンにしてもらうこ

とで、中学⽣の会話の内容からチームの様⼦・作業の進捗を観察し、適切なタイミ

ングでアドバイスを⾏えると考える。より深いコミュニケーションへと繋げ、連携

授業という⼀時的な取り組みにおける交流に留まらず、双⽅が⾃発的にコミュニケ

ーションを⾏うきっかけ作りになるよう、効果的な⾼⼤連携授業を模索していきた

い。 

 最後に、附属中学の先⽣⽅には、オンラインでの連携授業を遂⾏するにあたり、

現地において様々な⾯からサポートして戴いた。特に毎授業開始前に、附属中学の

⽣徒 10 チームが⼀度に Zoom へ接続するパソコン、スピーカーやマイク等の周辺

機器をハウリングしないよう各教室に設置した上で接続テストを実施するなど、通

常授業準備の倍以上の時間を要していたと推察する。ICT 教育はメリットが多く、

活⽤できれば効率的な学習を⾏うことも可能であると考える。本学では、2021 年

度前期の授業から対⾯形式での授業を再開することが予定されているが、授業によ

っては、2020 年度のオンライン授業運営で開発された効果的な教育⼿法や教材を

活かし、オンライン形式を継続するとの⽅針が⽰されている。コロナ感染禍におい

て急速に普及した ICT 教育だが、今後は対⾯授業と遠隔授業、各々の良いところを
取り⼊れた新しい教育⽅法の開発が推進されていくだろう。それと同時に、物理的

環境である学内(校内)設備の ICT 教育への早急な対応が求められている。 
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